
第１回小谷村景観づくり住民懇談会

令和元年（2019年）5月22日

小谷村

「誰もが住みたい小谷村」を目指して



本日の内容

1. 景観保全・景観づくりについて

2. 景観計画について

3. アンケート結果

4. 意見交換
テーマ：
小谷村の大切にしたい景観・変えたい景観
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１．景観保全・景観づくりについて



小谷村の景観
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小谷村の景観
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小谷村の景観

6第１回小谷村景観づくり住民懇談会



景観づくり

7第１回小谷村景観づくり住民懇談会

小谷村が持つ美しい景観を財産として捉え、

これを保全するとともに

暮らしやすさと発展のバランスが取れた村づくりを実現し、

人と自然が共生する美しい郷土を次世代に継承しましょう。



景観づくり

8第１回小谷村景観づくり住民懇談会

「主要な観光地及び都道府県における景観計画の策定について

（H28.9.26付国土交通省通知）」で、

「明日の日本を支える観光ビジョンにより、景観の優れた観光

資産の保全・活用による観光地の魅力向上を図るべく、2020年

を目途に、主要な観光地で景観計画を策定すること」として、

小谷村が示されています。



景観づくり

9第１回小谷村景観づくり住民懇談会

２０２０年度を目標に

小谷村の景観に合った

「景観計画」

「景観条例」

を策定し、景観保全・景観づくりを進めましょう。



２．景観計画について

小谷村における景観づくりの計画である

「小谷村景観計画」（仮称）が今なぜ必要なのか、

そもとも景観とは何なのかを考えます。



そもそも「景観」とは？

11第１回小谷村景観づくり住民懇談会

「景」＝見る対象 ⇔ 「観」＝見る人

物理的なものを「人が見る」ことによって景観として成立する。

「見る人」と「見る対象」から成り立つ「景観」

周囲と調和していないものは景観を壊す。

物理的な眺めと見る側の相互関係で成り立っている。

「良い景観」＝「良好と感じる眺め」

地形や自然、歴史や文化、産業活動、暮らしなどの結果。

地域の全てが関わってくる。

自然と人の営みによってつくられる



「景観」のとらえ方
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越戸峰付近からの眺め

近景（500mくらいまで）

中景（3,000mくらいまで）

遠景（約3,000mより先）

• 建物外壁の素材が分かる。
• 木の茂り具合が分かる。

• 木や建物の色彩の違いが分かる。
• どのような要素が含まれている
か判別できる。

• 山と空が一体となっている



「景観」のとらえ方
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外沢トンネル北口付近

視点場（固定）

眺望

［視点］ 景観を見る人間自体
［視点場］その人がいる位置

見る対象

視点

視点場

（移動）



景観づくりの必要性

14第１回小谷村景観づくり住民懇談会

身の回りに心地よい空間をつくる

地域の個性を育む

地域の課題改善につながる

充実感ややりがいがある

地域と暮らしに愛着と誇りが持てる

景観づくりの意義と魅力

その結果☞



景観づくりの必要性

15第１回小谷村景観づくり住民懇談会

取り巻く状況

景観法の成立（平成16年）

地域づくりの「量の確保」から「質の確保」への転換

地域が独自にルールを定められるようになった

急速な人口減少による地域コミュニティの衰退

訪日観光客の増加

2018年は3,000万人が日本に訪れた

ショッピングなどの「モノ消費」から滞在・体験の「コト消費」へ

⇒「日本らしさ」への憧れ



長野県内の景観行政団体

16第１回小谷村景観づくり住民懇談会

北信 長野市 須坂市 飯山市 千曲市
小布施町 山ノ内町 高山村

東信 上田市 佐久市 小諸市
中信 松本市 安曇野市
南信 飯田市 諏訪市 伊那市 駒ヶ根市

茅野市 下諏訪町 箕輪町 飯島町
南箕輪村 宮田村 高森町

以上、23市町村
※平成31年（2019年）3月時点

下線は村

景観行政団体とは？

景観行政を実施する市町村。

景観行政団体でない場合は、県が景観行政を実施する。

県知事と協議し、同意を得て景観行政団体となる。



景観計画の役割

17第１回小谷村景観づくり住民懇談会

将来像と方針を示し、地域全体として景観づくりに取り組む

ための共通認識の醸成をはかる。

良好な景観づくりの基本方針を示す

地域の実情に合わせて景観づくりの具体的な内容を選択し、

示す。

良好な景観づくりのためのルールの提示

景観行政に関する施策を体系化し、継続的な運用方法を示す。

景観づくり関連施策の体系化



定める事項 内 容 景観法との関係

①景観計画の区域 景観計画を適用する区域
→原則は小谷村全域

必須事項

②良好な景観の形成に関する方針 目指すべき良好な景観の姿
基本目標、基本方針

（努力事項）

③良好な景観の形成に関する方針 届出対象行為
景観保全・育成基準

必須事項

④景観重要建造物または景観重要樹
木の指定の方針

良好な景観の形成に重要な建造物、
樹木の指定方針

指定対象があ
る場合は必須

⑤その他良好な景観の形成に必要な
事項

景観重要公共施設の整備
屋外広告物に関する行為の制限

－

景観計画で定める内容
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住民懇談会で検討いただきたいこと

19第１回小谷村景観づくり住民懇談会

小谷村の景観をどうしていくか？

小谷村の景観の大切にしたいところ、

変えたいところ

小谷村はどのような景観を目指すべきか？

目指す景観づくりのために何をすべきか？

継続的な取組のために何が必要か？

良好な景観づくりの方向性と進め方



参考：景観計画構成（案）

20第１回小谷村景観づくり住民懇談会

 第１章 計画のあらまし
背景と必要性
役割分担 など

 第２章 小谷村の景観特性
代表的な景観資源
地形的特徴
景観資源の分布 など

 第３章 景観計画の区域
景観計画区域
地域区分（ゾーン区分）

 第４章 良好な景観の保全・育成
に関する方針
基本理念・基本方針
地域区分ごとの方針
景観重点地区 など

 第５章 行為の制限に関する事項
届出対象行為
景観保全・育成基準（地区別など）

 第６章 景観重要建造物、景観重要樹
木の指定方針

 第７章 良好な景観の保全・育成のた
めに必要な事項
景観重要公共施設の整備
屋外広告物に関する行為の制限

 第８章 景観づくりの推進に向けて
景観保全・育成に取り組むための体制
協働による景観育成の推進 など

※下線部は景観法上の必須事項を示す。



景観づくりを考える前に、

現在の小谷村にはどのような景観の

特徴があるのか、見てみます。
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Google Earth

小谷村全体

栂池高原スキー場

栂池自然園

小谷村役場

南小谷駅

北小谷駅

中土駅

中谷川

土谷川

白馬大池駅

千国駅

白馬大池
鎌池

雨飾山

姫川浦川

小蓮華山



小谷村の景観軸

23第１回小谷村景観づくり住民懇談会

河川景観軸：姫川

道路景観軸：国道148号、塩の道

鉄道景観軸：JR大糸線

南北方向

河川景観軸：中谷川、土谷川

道路景観軸：県道114号川尻小谷糸魚川線、

県道330号奉納中土停車場線

東西方向
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小谷村の景観構成要素

自然

山岳・高原（北アルプス、東山、前山）

川・湖沼（河川、湖沼）

農地

森林・樹木

遊歩道

眺望

頂上等からの眺望

沿道・車窓からの眺望

集落からの眺望

スキー場からの眺望
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暮らし

集落

商工業

公園

交通

災害と復興

歴史・文化

遺跡、社寺

歴史的建造物

街道・古道

伝統行事



３．アンケート結果

昨年（2018年）12月～今年1月に実施した、

「景観に関するアンケート」の結果を

ご紹介します。



アンケート回答者属性
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 配布数及び回答数
配布数：2,000通
対象者：満16歳以上の村在住者
回答数：799通

男 性

45.3%女 性

50.1%

無回答

4.6%

(n=799)

１０代

3.0%
２０代

6.8% ３０代

7.5%

４０代

14.6%

５０代

18.8%

６０代

22.8%

７０歳以上

24.2%

無回答

2.4%

(n=799)

大字千国

甲・乙

49.6%

大字中小谷丙

20.0%

大字中土

15.6%

大字北小谷

11.5%

無回答

3.3%

(n=799)



設問：小谷村への愛着度

39第１回小谷村景観づくり住民懇談会

愛着を持っている

51.6%まあまあ愛着

をもっている

30.7%

どちらともいえない

11.0%

あまり愛着がない

2.8%

愛着はない

2.1%

わからない

0.4%
無回答

1.5%

(n=799)

54.2%

37.0%

35.0%

43.6%

49.3%

56.6%

65.3%

33.3%

44.4%

41.7%

30.8%

31.3%

32.4%

23.3%

4.2%

7.4%

20.0%

19.7%

11.3%

8.2%

7.3%

9.3%
1.7%

1.7%

3.3%
2.2%

2.6%

4.2%

1.9%

1.7%

3.4%
4.0%

0.6%

1.0%

4.2%

0.9%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代(n=24)

20代(n=54)

30代(n=60)

40代(n=60)

50代(n=150)

60代(n=182)

70歳以上(n=193)

愛着を持っている まあまあ愛着をもっている どちらともいえない あまり愛着がない

愛着はない わからない 無回答

回答者の約82％が小谷村に愛着を持っている。

10代と50代以上で愛着度が比較的高い。



37.6%

28.1%

44.0%

37.0%

42.7%

42.5%

34.4%

47.8%

13.4%

20.0%

11.2%

12.0%

4.0%

5.6%

7.2%

3.3%

2.0%

3.8%

2.4%

0.3%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大字千国甲・乙(n=396)

大字中小谷丙(n=160)

大字中土(n=125)

大字北小谷(n=92)

大いに関心がある 多少関心がある どちらともいえない

あまり関心がない 関心がない 無回答

大いに関

心がある

36.1%

多少関心がある

40.9%

どちらともいえない

13.9%

あまり関心がない

4.8%

関心がない

2.6% 無回答

1.8%

(n=799)

設問：景観への関心

40第１回小谷村景観づくり住民懇談会

回答者の約77％が「関心がある」と回答。

北小谷で「大いに関心がある」「多少関心がある」の合計が最も高い。



5.4%

1.3%

2.2%

5.6%

6.0%

2.7%

6.5%

11.5%

14.3%

9.3%

15.7%

35.1%

41.9%

65.4%

48.4%

42.6%

32.5%

21.6%

22.6%

12.8%

25.3%

28.7%

33.2%

2.7%

3.2%

5.1%

8.8%

13.0%

12.2%

32.4%

25.8%

3.9%

1.1%

0.9%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0～4年(n=37)

5～9年(n=31)

10～19年(n=78)

20～29年(n=91)

30～39年(n=108)

40年以上(n=434)

良くなってきたと思う どちらかといえば良くなってきたと思う
変わらないと思う どちらかといえば悪くなってきたと思う
悪くなってきたと思う 無回答

良くなってきたと

思う

4.6%

どちらかといえば良

くなってきたと思う

12.9%

変わらないと思う

38.8%

どちらかといえば悪

くなってきたと思う

28.3%

悪くなってき

たと思う

10.4%

無回答

5.0%

(n=799)

設問：景観の変化に対する認識

41第１回小谷村景観づくり住民懇談会

回答者の約39％は変わらないと考えている。

「良くなってきた」「悪くなってきた」は年代が高いほど高かった



設問：小谷村の大切にしたい景観・自慢したい景観

42第１回小谷村景観づくり住民懇談会

地図上に回答いただいた地名等のうち、出現頻度
が上位50位までを図化した結果は下記のとおり。 区分 地名等 件数

山
岳
・
高
原

栂池自然園 33

紙すき山牧場 32

立山 28

河
川
・
湖
沼

鎌池 81

白馬大池 18

姫川 17

集
落

大網 58

千国 46

曽田 45

交
通

塩の道 43

栂池パノラマ橋 28

金谷橋 22

景観構成要素別の上位3位



設問：小谷村の大切にしたい景観・自慢したい景観

43第１回小谷村景観づくり住民懇談会

回答として挙げられた場所の
集約結果

回答で村内の大半の場所が
寄せられた。
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山岳
北アルプス：白馬岳から乗
鞍岳に至る稜線及び風吹岳
東山：東山～奥西山に連な
る稜線、金山・天狗原山・
雨飾山
里山：立山、大渚山、真那
板山、稗田山、赤倉山など

高原
栂池自然園、紙すき山牧場
など

1 山岳・高原

北アルプス

東山

雨飾山

立山周辺

真那板山周辺

大渚山

紙すき山牧場

栂池自然園



2 川・湖沼

45第１回小谷村景観づくり住民懇談会

川
姫川、横川

湖沼
鎌池、白馬大池、風吹大池、
アヤメ池など

鎌池とその周辺

横川

アヤメ池
白馬大池とその周辺

姫川



3 交通

46第１回小谷村景観づくり住民懇談会

道路
国道148号沿道、塩の道

橋
栂池パノラマ橋、国界橋、
金谷橋 など

金谷橋

栂池パノラマ橋

塩の道
（地蔵峠越え）

塩の道
（大網峠越え）

塩の道



4 集落

47第１回小谷村景観づくり住民懇談会

集落
村内集落ほぼ全域

大網

中谷郷

深原

千国・若栗・沓掛など 黒川・月岡・伊折
など

石坂・池原・下里瀬など
曽田・奉納など



5 観光

48第１回小谷村景観づくり住民懇談会

スキー場
栂池高原スキー場、白馬乗
鞍温泉スキー場、白馬コル
チナスキー場の周辺

温泉
小谷温泉及び鎌池周辺、奉
納温泉周辺、姫川温泉周辺

その他
道の駅周辺 など

小谷温泉

奉納温泉

道の駅

姫川温泉

スキー場エリア



6 歴史文化

49第１回小谷村景観づくり住民懇談会

歴史文化
塩の道沿道に石造文化財が
分布している
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7 公共施設・災害復興

50

公共施設
小谷小学校周辺

災害復興
稗田山、来馬河原、中谷郷
周辺など

中谷郷

来馬河原

稗田山

小谷小学校周辺



第１回小谷村景観づくり住民懇談会

8 動植物・森林

51

動物
ホタル、ルリイトトンボなど

植物
桜、スイセン、ミズバショウ、
カタクリ、フクジュソウなど

森林
小谷温泉・鎌池周辺のブナ林、
北野のブナ林、山麓部の森林
など

小谷温泉・鎌池周辺のブナ林

北野のブナ林

水仙街道

道の駅周辺の桜

カタクリ

ホタル

ルリイトトンボ

ミズバショウ

フクジュソウ



第１回小谷村景観づくり住民懇談会

眺望点

52

前山、峠、集落地周辺を中心に
118箇所の眺望点が寄せられた



設問：小谷村の改善したい景観

53第１回小谷村景観づくり住民懇談会

出現数が上位30位までを図化した結果は下記のとおり。



39.9%

30.8%

29.0%

28.3%

12.9%

9.8%

8.0%

5.0%

0% 25% 50%

景観に関する指針づくりと、行政による規

制や指導など

景観を損なう無秩序な開発、建築物、広告

物などを適正に規制誘導

農用地の振興整備、遊休農地の利活用

景観協定など、住民同士による約束ごとや

地域のルールづくり

無電柱化などによる道路景観の質の向上

公共建築物、道路、橋、河川構造物など公

共施設のデザイン

イベントやセミナーなどを催し、啓発活動な

ど、景観への意識を高める

その他 (n=799)

設問：景観づくりの進め方

54第１回小谷村景観づくり住民懇談会

誰が行うか？
全員が担うべきと考えている。

45.9%

21.7%

9.0%

8.6%

6.3%

1.1%

0% 25% 50%

村民・事業者・行政がそれぞれの役割を果

たす

行政が中心になって規制や誘導をする

事業者（建設業者、観光事業者、商業者、

農家等）が事業を行う上で景観に配慮する

村民が自宅及び敷地の景観に配慮したり、

景観協定をつくるなど積極的に取り組む

わからない

その他
(n=799)

どのような取組が必要か？

行政による規制や指導を求める意見が多

かった。



43.1%

29.4%

24.5%

17.2%

16.0%

14.9%

13.3%

11.1%

5.1%

1.8%

0% 25% 50%

景観を阻害するもの（廃屋や壊れた看板

など）がなくなること

小谷村らしい景観がつくられていくこと

今ある景観がそのまま守られていくこと

移住者やＵＩＪターンが増えて村の人口が

増えること

来訪者や観光客が増えて地域経済が活

性化すること

小谷村のイメージが向上すること

地域の祭事や伝統行事が続いていくこと

村民の景観に対する意識が向上すること

特に期待できる効果はない

その他 (n=799)

31.9%

31.0%

28.2%

16.3%

12.5%

12.1%

11.9%

5.1%

0% 20% 40%

建築物や工作物の形態やデザイン、色

彩などのルール

看板・広告物の大きさや設置場所、デザ

イン、色彩などのルール

敷地の緑化や樹木保全のルール

建築物や工作物の高さのルール

ルールは特に必要ない

敷地面積や建築位置のルール

道路・橋などの公共施設の形態やデザイ

ン、色彩などのルール

その他
(n=799)

設問：景観づくりについて

55第１回小谷村景観づくり住民懇談会

必要なルールは何か？
建築物・工作物、看板・広告物が多かった。

どのような効果が期待されるか？

景観を阻害するものがなくなることへの

期待が高かった。



38.8%

30.0%

20.3%

18.3%

12.4%

11.3%

11.1%

8.5%

4.3%

0% 20% 40%

景観に関する情報を積極的に村民に提供

する

地域や住民の景観づくりに対する助成支

援を行う

村民・事業者・行政がともに景観について

考える協議会などをつくる

近隣に住む人と一緒に景観について取り

組む仕組みをつくる

景観づくりのリーダーとなる人材を育てる

仕組みをつくる

景観表彰制度や景観コンクール、景観百

選などですぐれた景観を掘り起こす

講演会やシンポジウムなど、景観につい

て学ぶ機会を設ける

地域や住民の景観づくりに対する助言や

専門家派遣などの支援を行う

その他 (n=799)

50.7%

28.3%

24.0%

16.9%

13.6%

10.3%

9.9%

7.8%

5.3%

1.5%

0% 30% 60%

自宅のまわりに花を植えたり、草を刈ったり

する

落書きやごみのポイ捨てなどをなくす

道路や河川・水路、ごみ置き場などの美化

清掃活動を行う

地域の祭事や村のイベントに参加する

景観資源（自然・歴史）などを守るための活

動に参加する

地域の緑化活動などに参加する

地域の住民とともに景観に関するルールを

つくって取り組む

見学会などのイベントを通じて身近な景観

を知る

特に協力できることはない

その他 (n=799)

設問：景観づくりについて

56第１回小谷村景観づくり住民懇談会

協力できることは何か？
身近な取り組みに関心が多かった。

行政に望む支援

情報発信や助成制度への期待が高かった。



設問：景観に関する自由意見

57第１回小谷村景観づくり住民懇談会

寄せられた意見について解析を行い、名詞のうち10回以上出現した単語を図化した結果は
下記のとおり。



４．意見交換

【本日のテーマ】

小谷村の景観の大切にしたいところ・変えたいところ



意見交換の進め方

自分の意見を付せんに書き出す

付せん１枚につき１つの意見を書く

できるだけ多くの意見を書く

他の参加者と内容が重複しても良い

意見の内容で使う付せんの色を変える

意見を書いた付せんは、地図上の近い場所へ

貼り付ける

ワークショップ形式で行います

大切にしたい
景観

ピンク色

変えたい
景観

黄色

59



意見交換の進め方

60

地図に付せんを貼り付けたイメージ



意見交換の進め方

思いついたら、すぐに付せんへ書き出す

他の参加者の話を良く聞く

新たな発見があるかも知れません

他の参加者の発言を否定しない

自由に、柔軟な発想で！

振り返りの時間を大切にする

ワークショップのルール

61


